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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物が人間又は動物の皮膚である当該対象物を処理するための処理光と、対象物を検
知するための検知光とを生成し、処理光及び検知光を対象物に入射させる光源と、対象物
から離れた後の検知光を検出するための光検出器と、前記光源が処理時間間隔で処理光及
び検知時間間隔で検知光を交互に生成するように前記光源を制御するための制御ユニット
とを有し、前記制御ユニットは、検出された検知光から検知光の吸収を決定し、処理光が
決定された吸収に依存して生成されるように前記光源を制御する、対象物に光を付与する
ことにより毛髪を除去するための光付与装置。
【請求項２】
　前記光源が面発光レーザーを有する、請求項１に記載の光付与装置。
【請求項３】
　光放射要素の空間密度がアレイの中よりアレイの端で大きい前記光放射要素のアレイを
前記光源が有する、請求項１に記載の光付与装置。
【請求項４】
　長手方向に幅寸法より大きい長手寸法を持ち幅方向に幅寸法を持つ矩形形状の光放射要
素のアレイを、前記光源が有する、請求項１に記載の光付与装置。
【請求項５】
　前記光検出器が長手方向に前記光放射要素のアレイのそばに配置される、請求項４に記
載の光付与装置。
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【請求項６】
　前記光源がサブグループに分けられる光放射要素のアレイを有し、前記制御ユニットは
、１つのサブグループだけが検知時間間隔内の時間に検知光を放射するように、前記光源
を制御する、請求項１に記載の光付与装置。
【請求項７】
　主に対象物から来る光が検出されることを確実にするため前記光検出器周辺に開口部を
更に有する、請求項１に記載の光付与装置。
【請求項８】
　前記制御ユニットは、検出された検知光から検知光の吸収を決定し、決定された吸収に
依存して処理光が生成されるように、前記光源を制御する、請求項１に記載の光付与装置
。
【請求項９】
　前記光源は、少なくとも第１のサブグループ及び第２のサブグループを有するサブグル
ープに分けられる光放射要素のアレイを有し、前記制御ユニットは、検知時間間隔で第１
の検知光が第１のサブグループから放射され、第２の検知光が第２のサブグループから放
射されるように前記光源を制御し、第１の検知光及び第２の検知光は前記光検出器により
検出され、前記制御ユニットは、検出された第１の検知光及び検出された第２の検知光に
依存して前記光源を制御する、請求項１に記載の光付与装置。
【請求項１０】
　前記制御ユニットは、検出された第１の検知光及び検出された第２の検知光から皮膚の
真皮の第１及び第２の検知光の吸収と皮膚の表皮の第１及び第２の検知光の吸収とを決定
し、処理光が表皮の決定された吸収及び真皮の決定された吸収のうちの少なくとも１つに
依存して生成されるように前記光源を制御する、請求項９に記載の光付与装置。
【請求項１１】
　コンピュータプログラムが光付与装置を制御しているコンピュータ上で実行されるとき
、請求項１に記載の光付与装置に、対象物が人間又は動物の皮膚である当該対象物を処理
するための処理光及び対象物を検知するための検知光を光源により生成して、処理光及び
検知光を対象物に入射させるステップと、対象物から離れた後の検知光を光検出器により
検出するステップと、前記光源が処理時間間隔で処理光及び検知時間間隔で検知光を交互
に生成するように前記光源を制御ユニットにより制御するステップと、を実施させるため
のプログラムコード手段を有する、対象物が人間又は動物の皮膚である対象物に光を付与
することにより毛髪を除去するためのコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、対象物に光を付与するための光付与装置、光付与方法及びコンピュータプロ
グラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　国際特許出願公開公報ＷＯ２００７／１０６３３９Ａ２は、皮膚を処置する、例えば、
皮膚から毛髪を除去するため人の皮膚に光を付与するための光付与装置を開示している。
実施例では、一つ以上の発光ダイオードからの光が皮膚を処置するために使われ、光の一
部はセンサへ反射される前に表皮及び特に真皮を通過する。電子制御システムは、装置の
動作を制御するためにセンサの出力を使用する。これは、皮膚の特性に依存して装置の動
作を制御可能にする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、対象物の特性に依存して光の付与の制御が改善できる、対象物に光を
付与するための光付与装置を提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の態様では、対象物を処理するための処理光と、対象物を検知するための検知光
とを生成し、処理光及び検知光を対象物に入射させる光源と、対象物から離れた後の検知
光を検出するための光検出器と、光源が処理時間間隔で処理光及び検知時間間隔で検知光
を交互に生成するように光源を制御するための制御ユニットとを有する、対象物に光を付
与するための光付与装置が示される。
【０００５】
　処理光及び検知光が交互に生成されるので、処理光及び検知光の生成が切り離され、す
なわち処理光が処理目的のため最適化され、検知光が検知目的のため最適化できる。これ
は、対象物を検知する質を改善し、よって対象物の特性に依存して光の付与を制御する質
を改善可能にする。
【０００６】
　光源は、好適には半導体光源、特に、発光ダイオード、有機発光ダイオード又はレーザ
ダイオードである。
【０００７】
　半導体光源は、非常に速く切替えできる。これは、例えば、検知光で対象物を検知する
ため２、３ミリ秒だけ処理光での対象物の処理を中断し、すなわち、処理手順が、対象物
を処理する効率を損なわずに、対象物を検知するために中断可能にする。
【０００８】
　処理光は、好適には、より少ない痛み及びより少ない副作用を持つ効率的な脱毛を可能
にするために、光が主に毛包のメラニンに吸収され周囲の皮膚への吸収が少ないことを可
能にする、スペクトル放射及びパワー密度を持つ光である。処理光は、好適には５７０―
１２００nmの範囲の波長及び２―３０Ｊ／ｃｍ２の範囲のエネルギー密度を持つ。
【０００９】
　検知光は、好適には５７０―１２００nmの波長範囲内の波長、及び特に、処理光のエネ
ルギー密度より小さいか又は光源により作れる最大エネルギー密度に等しい処理光のエネ
ルギー密度と異なるエネルギー密度を持つ。
【００１０】
　光源は、検知光が対象物まで進んだ後、対象物から離れるように、検知光を対象物に入
射させるのに適している。
【００１１】
　光検出器は、好適にはフォトダイオードである。
【００１２】
　制御ユニットは、光源が処理時間間隔で処理光を生成し検知時間間隔で検知光を生成す
ることを交互に繰り返すように構成できる。しかしながら、制御ユニットは、また、検知
光を用いて対象物を検知するために、対象物の処理を１度だけ中断でき、検知時間間隔は
、第１の処理時間間隔と第２の処理時間間隔との間に時間的に位置される。
【００１３】
　半導体光源は、非常に急速に切替えられる。これは、例えば、検知光で対象物を検出す
るため２、３ミリ秒だけ、処理光での対象物の処理を中断可能にし、すなわち、処理手順
が、対象物を処理する効率を損なわずに対象物を検知するために中断できる。
【００１４】
　光源が面発光レーザー（ＶＣＳＥＬ）を有することが好ましい。ＶＣＳＥＬは、上述の
波長範囲で高効率を持ち、人の皮膚の毛を取り除くための光付与装置の適用を促進する空
間放射特性を持つ。
【００１５】
　対象物の処理は、好適には、人の皮膚、特に皮膚から毛髪を取り除くための処置である
。
【００１６】
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　好適には、光源は、光放射要素のアレイ、特に平面アレンジメントにおいて好適には供
給されるＶＣＳＥＬのアレイを有する。
【００１７】
　光検出器は、好適には光放射要素のアレイのそばに配置される。光放射要素及び光検出
器のこの配置は、光検出器とそれぞれの光放射要素との間の距離の変化を増大させる。例
えば、光放射要素がサブグループで配置される場合、光放射要素のアレイの前又は後に配
置される光検出器は、光検出器と光放射要素のそれぞれのサブグループとの間の距離の変
化を最大にする。これらのサブグループが、対象物に入射され対象物を通り、最後に光検
出器により検出される場合、異なるサブグループから放射される検知光は、異なる距離を
持って対象物を通る。従って、異なるサブグループから放射され光検出器により検出され
る検知光は、対象物により異なる影響を受け、光源を制御するため、特に、光源による処
理光の生成を制御するため使用できる増大された様々な情報を導く。
【００１８】
　光放射要素の空間密度が当該アレイの中よりアレイの端で大きい光放射要素のアレイを
光源が有するのが更に好ましい。光放射要素のアレイが光放射要素の二次元アレイである
場合、アレイの端はアレイの縁とみなすことができる。
【００１９】
　一般に、処理光が向けられる対象物の位置は、単一の光放射要素により影響されるので
はなく、幾つかの隣接された光放射要素により影響される。光放射要素のアレイ端部で光
放射要素が減少した数の隣を持つので、対象物を処理するために使われる処理光の強度は
、より少ない光放射要素が対象物のそれぞれの位置に影響するので、光放射要素のアレイ
端部で低減される。光放射要素のアレイ端部で光放射要素の密度がアレイの中より大きい
場合、このより大きい空間密度は、光放射要素のアレイ端部で低減された処理効果を打ち
消すことができる。特に、光放射要素のアレイ端部での光放射要素の空間密度は、光放射
要素のアレイ端部に配置される対象物の位置が光放射要素のアレイに関してより中心に配
置される対象物の位置と同じ強度を受信するように構成される。
【００２０】
　長手方向に幅寸法より大きい長手寸法を持ち幅方向に幅寸法を持つ矩形形状の光放射要
素のアレイを、光源が有するのが更に好ましい。
【００２１】
　この矩形形状は、一次元の形状としてみなすこともできる。長手寸法は、好適には数セ
ンチメートルの範囲であり、幅寸法は、好適には数ミリメートルの範囲である。特に、長
手寸法は、好適には１ｃｍより大きく、好適には３ｃｍより小さい。幅寸法は、１ｍｍよ
り好適には大きく３ｍｍより好適には小さい。
【００２２】
　予め定められたパルス長を持つ処理光のパルスを皮膚に付与することが、更に好ましい
。二次元の矩形形状を持つ光源が定位置で皮膚に置かれる場合、このとき、パルス長は光
源がこの位置でスイッチを入れられる時間間隔の長さにより決定される。一次元の矩形形
状を持つ光源がその幅方向に皮膚間をたどる場合、パルス長は追跡速度により割られるこ
の幅方向にほぼ等しい。
【００２３】
　光検出器が長手方向に光放射要素のアレイのそばに配置されることが、更に好ましい。
【００２４】
　これは、更に、光放射要素のアレイがサブグループに分けられる場合、光検出器とそれ
ぞれの光放射要素との間、特に、光検出器とそれぞれのサブグループとの間の距離の変化
を増大させる。
【００２５】
　すでに上述したように、光放射要素のアレイは、好適にはサブグループに分けられる。
制御ユニットは、好適には、互いに独立してサブグループを制御するのに適している。例
えば、制御ユニットは、異なるサブグループの光放射要素が所望の照明プロフィールを生
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成するために、異なる波長及び／又は異なる強度を持つ光を放射するように、互いに独立
してサブグループを制御するのに適している。好適には、同じサブグループの光放射要素
は、同じ波長を持つ光を放射及び／又は同じ強度を持つ光を放射する。光検出器は、好適
には、サブグループの光放射要素の平均的位置までで異なる距離を持つ位置に位置される
。また、これは、それぞれのサブグループまでの光検出器の距離の変化を増大させる。
【００２６】
　光源がサブグループに分けられる光放射要素のアレイを有することが好ましく、制御ユ
ニットは、１つのサブグループだけが検知時間間隔内の時間に検知光を放射するように、
光源を制御するのに適している。
【００２７】
　これは、異なるサブグループにより放射され光検出器により検出される検知光を容易に
区別可能にする。光検出器により検出される前にそれぞれの検知光が進む経路の距離は、
少なくともほぼ既知である。光検出器により検出される検知光から、特に、検出される検
知光の強度から、対象物の特性は、特に、光検出器により検出される前にそれぞれの検知
光が進む経路に沿って決定できる。
【００２８】
　光付与装置は、更に、主に対象物から来る光が検出されることを確実にするため光検出
器周辺に開口部を有することが好ましい。
【００２９】
　この開口部は、好適には漏斗形状を持つ。
【００３０】
　光付与装置は、対象物に関して光源の動きの速度を測定するための速度測定ユニットを
有するのが更に好ましく、制御ユニットは、測定された速度に依存して光源を制御するの
に適している。特に、制御ユニットは、光源が対象物の異なる部分にわたって対象物に関
して移動する場合、対象物の異なる部分が処理光で同様に照射されるように、測定された
速度に依存して光源を制御するのに適している。
【００３１】
　これは、光付与装置が対象物に関して不均一に移動する場合であっても、対象物が均一
に処理されることを確実にする。光付与装置は、好適には、人により保持でき、人の皮膚
の種々異なる部分を処置するために、人の皮膚に関して人により動かせる手で持てるサイ
ズの装置である。
【００３２】
　制御ユニットは、処理光、特に処理光の波長及び／又は強度が、検出された検知光に依
存して生成されるように光源を制御するのに適している、特に、制御ユニットは、処理光
が、検出された検知光を表す光検出器により生成される信号の振幅に依存して生成される
ように光源を制御するのに適していることが好ましい。
【００３３】
　検出された検知光は、対象物の特性を表す。よって、処理光が、検出された検知光に依
存して生成されるように光源を制御することにより、対象物の処理は、対象物の特性に従
って実施できる。
【００３４】
　制御ユニットは、検出された検知光から検知光の吸収を決定し、決定された吸収に依存
して処理光が生成されるように、光源を制御するのに適していることが、更に好ましい。
これは、対象物の吸収特性に依存して処理光を制御可能にする。
【００３５】
　制御ユニットは、更に、対象物の他の特性を、特に検知光の吸収に基づいて決定するの
に適している。例えば、皮膚タイプ、肌色及び／又は肌焼けの程度は、検出された検知光
に基づいて、特に、決定された吸収に基づいて決定できる。制御ユニットは、好適には、
対象物の決定された特性、特に、検知光の決定された吸収と処理光の特性との間の割当て
を定める関数又はルックアップテーブルを有する。よって、対象物の特性が決定された後
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、処理光は、制御ユニットに保存されている処理光の特性に従って生成できる。対象物の
決定された特性と処理光の特性との間の対応する割当ては、好適には、較正測定により決
定される。検出された検知光に依存して対象物の特性を決定するために、検出された検知
光と対象物の特性との間の割当てを表している関数又はルックアップテーブルも使用でき
、これらの割当ても較正測定により決定できる。例えば、検知光は既知の特性を持つ対象
物に付与でき、検出された検知光は、対応する割当てを生成するため対象物の既知の特性
に割り当てられる。
【００３６】
　光源は、サブグループに分けられる光放射要素のアレイを有するのが更に好ましく、制
御ユニットは、検知時間間隔で第１の検知光が第１のサブグループから放射され、第２の
検知光が第２のサブグループから放射されるように光源を制御するに適していて、第１の
検知光及び第２の検知光は光検出器により検出され、制御ユニットは、検出された第１の
検知光及び検出された第２の検知光に依存して光源を制御するに適している。
【００３７】
　特に、制御ユニットは、好適には、処理光が第１の検知光及び第２の検知光に依存して
生成されるように光源を制御するのに適している。制御ユニットは、光検出器により生成
される信号の振幅に依存して光源を制御するのに適している、すなわち制御ユニットが検
出された第１の検知光を表す第１の信号の第１の振幅と、検出された第２の検知光を表す
信号の第２の振幅とに依存して光源を制御するに適していることが、更に好ましい。
【００３８】
　これらの振幅は、対象物の光特性、よって対象物、特に皮膚への処理光の浸透深度を表
す。このように、処理光が検出された第１の検知光及び検出された第２の検知光に依存し
て生成されるように制御ユニットを適応させることにより、処理光、特に、強度及び波長
は、対象物への処理光のそれぞれの浸透深度に適している。
【００３９】
　対象物が人間又は動物の皮膚であることが更に好ましく、制御ユニットは、検出された
第１の検知光及び検出された第２の検知光から皮膚の真皮の第１及び第２の検知光の吸収
と皮膚の表皮の第１及び第２の検知光の吸収とを決定し、処理光が表皮の決定された吸収
及び真皮の決定された吸収のうちの少なくとも１つに依存して生成されるように光源を制
御するのに適している。特に、制御ユニットは、処理光が表皮の決定された吸収に依存し
て生成されるように光源を制御するのに適している。
【００４０】
　光源から光検出器への途中に、検知光は、最初に表皮を通過し、真皮を通過し、最後に
２回目の表皮通過をする。表皮は、皮膚の一番上の層であって、一般に厚さわずか約０．
１ｍｍである。表皮は、光を吸収し、肌色及び肌焼けの程度を決定するメラニンを含む。
表皮の光散乱は、比較的弱くて、皮膚のこの層の小さな厚みのため、一般に無視できる。
一般に数ミリメートルの厚さを持つ真皮が表皮の下にある。真皮では、光は、ヘモグロビ
ン及び水により吸収される。更にまた、光は真皮内で散乱し、これにより皮膚の表面に平
行して拡散し、光検出器に到達される。光源から光検出器まで拡散する光は、以下の式に
従って、光源から光検出器までの光の強度の指数関数的な減衰により、概略的に特徴づけ
られる。

（１）
　ここで、Ｉ０は光源での検知光の強度であり、ＩＳは光検出器での検知光の強度であり
、αｅは表皮の吸収係数を表し、αｄは真皮の吸収係数を表し、ｘｅは表皮内を検知光が
進む距離であり、ｘｄは真皮内を検知光が進む距離である。真皮内を第１の検知光が進む
距離が真皮内を第２の検知光が進む距離と異なる場合、このとき、検出された第１の検知
光を表す第１の信号の第１の振幅及び検出された第２の検知光を表す第２の信号の第２の
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振幅は、表皮の吸収係数αｅ及び真皮の吸収係数αｄを決定可能にし、表皮内を検知光が
進んだ距離ｘｅが、既知であって約０．１ｍｍである表皮の厚みの２倍であり、真皮内を
検知光が進んだ距離ｘｄが光源と光検出器との間の距離により与えられると仮定される。
光源が異なる位置に配置される光放射要素のアレイを有する場合、距離ｘｄは、好適には
、光放射要素の平均位置と光検出器の位置との間の距離であるとみなされる。光検出器が
異なる位置に配置される幾つかの光検知素子を有する場合、これらの光検知素子の平均位
置が、好適には、光源と光検出器との間の距離を決定するために使われる。このとき、肌
色／肌のタイプ及び肌焼けの程度は、表皮の吸収特性、すなわちαｅから決定できる。
【００４１】
　吸収係数αｅ及びαｄは、吸収係数が対象物の吸収だけでなく、対象物の散乱にも依存
するので、効果的な吸収係数とみなすことができる。
【００４２】
　処理光が検知光の吸収に依存して生成されるように光源を制御するために、制御ユニッ
トは、好適には、処理光の特性を検知光の決定された吸収に割り当てる関数又はルックア
ップテーブルを有する。例えば、処理光の強度及び／又は波長は、制御ユニットにより決
定される吸収係数に割り当てられる。処理光の特性と検知光の吸収との間の割当ては、較
正測定により前もって決定できる。例えば、人間又は動物の皮膚に対する処理光の最適化
された特性が既知である場合、検知光の吸収は皮膚に対して決定でき、決定された吸収は
割当てを生成するため処理光の最適化された特性に割り当てられ、制御ユニットに保存で
きる。
【００４３】
　光付与装置が脱毛装置であることが更に好ましい。
【００４４】
　本発明の他の態様では、対象物を処理するための処理光及び対象物を検知するための検
知光を光源により生成して、処理光及び検知光を対象物に入射させるステップと、対象物
から離れた後の検知光を光検出器により検出するステップと、光源が処理時間間隔で処理
光及び検知時間間隔で検知光を交互に生成するように光源を制御ユニットにより制御する
ステップとを有する、対象物に光を付与する光付与方法が提示される。
【００４５】
　本発明の他の態様では、コンピュータプログラムが光付与装置を制御しているコンピュ
ータ上で実行されるとき、請求項１に記載の光付与装置に請求項１３に記載の光付与方法
のステップを実施させるためのプログラムコード手段を有する、対象物に光を付与するた
めのコンピュータプログラムが提示される。
【００４６】
　請求項１に記載の光付与装置、請求項１３に記載の光付与方法及び請求項１４に記載の
コンピュータプログラムは、特に従属請求項に規定されるような類似及び／又は同一の好
ましい実施例を持つと理解されたい。
【００４７】
　本発明の好ましい実施例は、また、従属請求項とそれぞれの独立請求項との任意の組合
せでもよいことは、理解されたい。
【００４８】
　本発明のこれら及び他の態様は、これ以降説明される実施例を参照して明らかに説明さ
れるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】図１は、処理時間間隔の間の光付与装置の実施例を模式的且つ例示的に示す。
【図２】図２は、検知時間間隔の間の光付与装置を模式的且つ例示的に示す。
【図３】図３は、光付与装置のＶＣＳＥＬのアレイを模式的且つ例示的に示す。
【図４】図４は、手で持てるサイズの装置として形成されている光付与装置の外ケーシン
グを模式的且つ例示的に示す。
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【図５】図５は、光付与装置の他の実施例のＶＣＳＥＬの配置を模式的且つ例示的に示す
。
【図６】図６は、対象物に光を付与する光付与方法の実施例を例示しているフローチャー
トを示す。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　図１は、対象物に光を付与するための光付与装置の実施例を模式的且つ例示的に示す。
光付与装置１は、対象物３を処理するための処理光２を生成するための光源４を有する。
この実施例では、対象物３は人の皮膚であり、処理光が皮膚から毛髪を取り除くために使
われる。光付与装置は、更に、処理時間間隔で処理光２及び検知時間間隔で検知光５を交
互に生成するように光源４を制御するための制御ユニット９を有する。図１は、処理時間
間隔の光付与装置１を示し、すなわち、図１は、毛髪を取り除くため皮膚３への処理光２
の入射を示す。
【００５１】
　図２は、検知時間間隔の光付与装置１を模式的且つ例示的に示す。光源４は、検知時間
間隔で対象物３を検知するための検知光５を生成するのに適していて、検知光５は対象物
３に入射される。皮膚３への検知光５のこの入射は、図２の破線の矢印７により示される
。図２の破線矢印５により示されるように、検知光は対象物３を通って進み、対象物３を
通った後、検知光５が対象物３から離れる。
【００５２】
　光付与装置１は、更に、対象物３から離れた検知光５を検出するための光検出器８を有
する。
【００５３】
　処理光２及び検知光５が交互に生成されるので、処理光２及び検知光５の生成は切り離
されている。この実施例では、処理光２は、処理目的のため、特に皮膚の組織に実質的に
悪影響を与えることなく皮膚３の毛を取り除くために最適化されていて、検知光５は検知
目的のために最適化されている。特に、処理光２は、より少ない痛み及びより少ない副作
用を持つ効果的な脱毛を可能にするために、処理光２が主に毛包のメラニンに吸収され、
周囲の皮膚にあまり吸収されない、スペクトル放射及びパワー密度を持つ。処理光２は、
５７０―１２００nmの範囲の波長及び２―３０Ｊ／ｃｍ２の範囲のエネルギー密度を持つ
。検知光５は、好適には、５７０―１２００nmの範囲の波長を持つが、検知光５は、好適
には、処理光２の強度と異なる強度を持つ。制御ユニット９は、検知光５の強度が検知時
間間隔の間に修正されるように、光源４を制御するのに適している。
【００５４】
　光検出器８は、この実施例ではフォトダイオードである。
【００５５】
　制御ユニット９は、光源４が処理時間間隔で処理光２及び検知時間間隔で検知光５を繰
り返し且つ交互に生成するように適合される。制御ユニット９は、検知光５を用いて対象
物３を検知するために、対象物３の処理を１度だけ中断するのにも適合でき、検知時間間
隔は、第１の処理時間間隔と第２の処理時間間隔との間に時間的に位置する。
【００５６】
　この実施例では、光源４は、平面アレンジメントでＶＣＳＥＬのアレイを有する。光検
出器８は、ＶＣＳＥＬのアレイのそばに配置される。ＶＣＳＥＬのアレイは、更に詳細に
図３に模式的且つ例示的に示される。
【００５７】
　図３で分かるように、光源４は、長手方向１３に長手寸法及び幅方向１４に幅寸法を持
つ矩形形状のＶＣＳＥＬのアレイ１１を有し、長手寸法は幅寸法より大きい。この矩形形
状は、一次元の形状とみなすこともできる。長手寸法は好適には数センチメートルの範囲
であり、幅寸法は好適には数ミリメートルの範囲である。この実施例では、長手寸法は１
ｃｍより大きく３ｃｍより小さい、幅寸法は１ｍｍより大きく３ｍｍより小さい。光検出
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器８は、長手方向１３にＶＣＳＥＬ１２のアレイ１１のそばに配置される。
【００５８】
　ＶＣＳＥＬ１２のアレイ１１は、サブグループ１１１、１１２、１１３、１２１、１２
２、１２３に分けられ、制御ユニット９は、所望の照射プロフィールを生成するために、
異なるサブグループ１１１、１１２、１１３、１２１、１２２、１２３のＶＣＳＥＬが異
なる波長及び／又は異なる強度を持つ光を放射するように、互いに独立してサブグループ
１１１、１１２、１１３、１２１、１２２、１２３を制御するように適合している。好適
には、同じサブグループのＶＣＳＥＬ１２は、同じ波長を放射し、及び／又は同じ強度を
持つ光を放射する。
【００５９】
　光検出器８は、それぞれのサブグループ１１１、１１２、１１３、１２１、１２２、１
２３のＶＣＳＥＬ１２の平均的位置までで異なる距離を持つ位置に位置される。制御ユニ
ット９は、好適には、サブグループ１１１、１１２、１１３、１２１、１２２、１２３の
うちの１つだけが検知時間間隔の時に検知光５を放射するように、光源４を制御するのに
適合している。これは、異なるサブグループにより放射され光検出器８により検出される
検知光を容易に識別可能にする。
【００６０】
　再び図１及び図２を参照すると、光付与装置１は、更に、対象物３から主に来る光が検
出されることを確実にするため光検出器８のまわりに開口部１０を有する。この開口部１
０は、漏斗の形状を持つ。
【００６１】
　光付与装置１は、更に、対象物に対する光源の動きの速度を測定するための速度測定ユ
ニット１５を有する、制御ユニット９は、測定された速度に依存して光源４を制御するの
に適している。特に、制御ユニット９は、光源４が対象物３の異なる部分上を対象物３に
対して移動する場合、対象物３の異なる部分が処理光２で同様に照射されるように、測定
された速度に依存して光源４を制御するのに適している。光付与装置１が対象物３に対し
て不均一に移動する場合であっても、これは対象物３が均一に処理されることを確実にす
る。
【００６２】
　速度測定ユニット１５は、好適には、光マウスセンサとタイマーとを有する。光マウス
センサは光源の変位を測定し、タイマーは時間を測定する。これらから、光源の速度は、
時間により割られた変位として計算される。光マウスセンサは、発光ダイオード又はレー
ザダイオードから放射される光で表面を照射し、表面から反射される光を検出する。光マ
ウスセンサは、例えば、Ａｖａｇｏ、フィリップス及びＳＴマイクロエレクトロニクスか
ら入手可能である。
【００６３】
　光付与装置１は、好適には手で持てるサイズの装置として形成され、図４に模式的且つ
例示的に示されている。図１乃至図３を参照して上述された要素は、手で光付与装置１を
把持するために好適に使用されるハンドヘルド部分１７と、処理光２及び検知光５を交互
に放射するため少なくとも光源４を有する光放射部分１８とを有するケース１９内に好適
には位置される。ハンドヘルド装置として形成されるこの光付与装置１は、人により保持
でき、人の皮膚３の異なる部分を処置するために、人の皮膚３に対して人により移動でき
る。
【００６４】
　図３では、ＶＣＳＥＬ１２のアレイ１１は、長手方向１３のＶＣＳＥＬ１２の３本のラ
インを有するとして示されている。しかしながら、光付与装置は、ＶＣＳＥＬのより多く
のライン又はより少ないラインも有し得る。その上、各ラインは、多少のＶＣＳＥＬを有
する。図５は、対象物に光を付与するための光付与装置の図１乃至図３を参照して上述さ
れた他の要素と共に使われる光源３０４を模式的且つ例示的に示す。光源３０４は、５つ
の異なるサブグループを定めているＶＣＳＥＬの５本のラインを有するＶＣＳＥＬ３１１
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のアレイを有する。また、これら５つのサブグループは、制御ユニット９により互いに別
々にアドレス指定できる。特に、異なるサブグループは、所望の光プロフィールを供給す
るために同じ及び／又は異なる強度、同じ及び／又は異なる波長を放射できる。
【００６５】
　層３２０は、ＶＣＳＥＬが取り付けられるサブマウントである。斯様なサブマウントは
、例えば、銅、金、銀、パラジウム銀若しくは他の金属又は金属化合物でめっきされた、
例えば、酸化アルミニウム、窒化アルミニウム、セラミック又は酸化ベリリウムから出来
ている。代わりに、ＶＣＳＥＬは、銅のサブマウントに直接取り付けられる。層３２１は
、熱分散部材及びヒートシンクとして役立ち、例えばアルミニウム又は銅から作られてい
る。
【００６６】
　図１乃至図３を再度参照すると、制御ユニット９は、処理光２が検出された検知光５に
依存して生成されるように光源４を制御する、特に制御ユニットは、処理光が、検出され
た検知光を表す光検出器により生成される信号の振幅に依存して生成されるように光源を
制御するに適している。検出された検知光５は、対象物３の特性を表す。よって、処理光
２が、検出された検知光５に依存して生成されるように光源４を制御することにより、対
象物３の処理は、対象物３の特性に従って実施できる。
【００６７】
　この実施例では、制御ユニット９は、検出された検知光５から対象物３の特性を決定し
、処理光２が対象物３の決定された特性に依存して生成されるように、光源４を制御する
のに適している。よって、処理光２の付与は、検出された検知光５に依存して直接実施で
き、又は処理光２の付与は、検出された検知光５から決定される対象物の特性に依存して
実施できる。
【００６８】
　制御ユニット９は、検出された検知光６からの検知光５の吸収を決定し、処理光２が決
定された吸収に依存して生成されるように、光源４を制御するのに適していることが更に
好ましい。これは、対象物３の吸収特性に依存して処理光２を制御可能にする。
【００６９】
　制御ユニット９は、特に、検知光５の吸収に基づいて、対象物３の他の特性を決定する
のに更に適している。例えば、皮膚タイプ、肌色及び／又は肌焼けの程度は、検出された
検知光５に基づいて、特に、決定された吸収に基づいて決定できる。制御ユニット９は、
好適には、対象物３の決定された特性、特に検知光５の決定された吸収と処理光２の特性
との間の割り当てを定めている関数又はルックアップテーブルを有する。よって、対象物
３の特性が決定された後、処理光２は制御ユニット９に保存されている処理光２の特性に
従って生成できる。対象物３の決定された特性と処理光２の特性との間の対応する割当て
は、較正測定により決定される。検出された検知光５に依存して対象物３の特性を決定す
るために、検出された検知光５と対象物３の特性との間の割当てを表す関数又はルックア
ップテーブルも使用でき、これらの割当ては較正測定によっても決定できる。例えば、検
知光５は既知の特性を持つ対象物３に付与でき、検出された検知光５は、対応する割当て
を生成するため対象物３の既知の特性に割り当てられる。検知光の吸収は、好適には以下
の式に従って決定される。

（２）
　ここで、ｘｇは、光源と光検出器との間の距離を示し、αｇは対象物の吸収係数を示し
、効果的な吸収係数とみなすことができる。距離ｘｇは既知であるので、光源により放射
される強度Ｉ０及び光検出器により検出されるＩＳを測定することにより、吸収係数αｇ

が決定できる。制御ユニット９は、決定された吸収係数αｇに依存して処理光２の生成を
制御するために適合できる。光源が異なる位置に配置される光放射要素のアレイを有する
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場合、これらの光放射要素の平均位置が光源と光検出器との間の距離を決定するために使
われ、光検出器が異なる位置に配置される幾つかの光検知素子を有する場合、これらの光
検知素子の平均位置が光源と光検出器との間の距離を決定するために使われる。
【００７０】
　制御ユニット９は、検知時間間隔で第１の検知光が第１のサブグループから放射され、
第２の検知光が第２のサブグループから放射されるように光源４を制御するのに適合でき
、第１の検知光及び第２の検知光は光検出器８により検出され、制御ユニット９は、検出
された第１の検知信号及び検出された第２の検知信号に依存して光源４を制御するのに適
している。特に、制御ユニット９は、処理光２が第１の検知光及び第２の検知光に依存し
て生成されるように光源４を制御するのに適している。
【００７１】
　制御ユニット９は、好適には、処理光２が第１の検知光及び第２の検知光に依存して生
成されるように、光源４を制御するのに適している。制御ユニット９は、光検出器８によ
り生成される信号の振幅に依存して光源４を制御するのに適している、すなわち制御ユニ
ット９は、検出された第１の検知光を表す第１の信号の第１の振幅及び検出された第２の
検知光を表す第２の検知信号の第２の振幅に依存して光源を制御するのに適していること
が更に好ましい。
【００７２】
　これらの振幅は、対象物３の光特性、よって対象物３、特に皮膚への処理光２の浸透深
度を示す。このように、処理光２が検出された第１の検知光及び検出された第２の検知光
に依存して生成されるように、制御ユニット９を適合させることにより、処理光２、特に
、強度及び波長は、対象物３への処理光２のそれぞれの浸透深度に適合できる。
【００７３】
　対象物３が人間又は動物の皮膚であることが更に好ましく、制御ユニット９は、表皮の
決定された吸収及び真皮の決定された吸収の少なくとも１つに依存して、特に、表皮の決
定された吸収係数及び真皮の決定された吸収係数の少なくとも１つに依存して処理光２が
生成されるように光源４を制御するために、皮膚の表皮の第１及び第２の検知光の吸収と
、検出された第１の検知光及び検出された第２の検知光から真皮の第１及び第２の検知光
の吸収とを決定するのに適している。特に、制御ユニット９は、処理光２が表皮の決定さ
れた吸収に依存して生成されるように、光源４を制御するのに適している。
【００７４】
　光源４から光検出器８への途中で、検知光は、最初に表皮を通過し、真皮を通過し、最
後に２回目の表皮通過を行う。表皮は、皮膚の一番上の層であり、一般に厚さわずか約０
．１ｍｍである。表皮は、光を吸収して、肌色及び肌焼けの程度を決定するメラニンを含
む。表皮の光散乱は、比較的弱く、皮膚のこの層の小さな厚みのため、一般に無視できる
。表皮の下に、一般に数ミリメートルの厚さを持つ真皮がある。真皮内で、光は、ヘモグ
ロビン及び水により吸収される。更にまた、光は、真皮内で散乱され、皮膚の表面と平行
に拡散し、光検出器８に到達する。光源４から光検出器８へ拡散する光は、式（１）に従
って、光源４から光検出器８までのその強度の指数関数的な減衰により概略的に特徴づけ
られる。
【００７５】
　真皮内を第１の検知光が進む距離が、真皮内を第２の検知光が進む距離とは異なる場合
、検出された第１の検知光を表す第１の信号の第１の振幅及び検出された第２の検知光を
表す第２の信号の第２の振幅は、表皮の吸収係数αｅ及び真皮の吸収係数αｄを決定可能
にし、ここで、表皮内を検知光が進む距離ｘｅが、約０．１ｍｍであると知られている表
皮の厚みの２倍であって、真皮内を検知光が進む距離ｘｄが、光源４と光検出器８との間
の距離により与えられると仮定される。光源４が異なる位置に配置される光放射要素のア
レイ１１を有する場合、距離ｘｄは、好適には、光放射要素の平均位置と光検出器８の位
置との間の距離であるとみなされる。光検出器８が、異なる位置に配置される幾つかの光
検知素子を有する場合、これらの光検知素子の平均位置が、好適には、光源４と光検出器
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８との間の距離を決定するために使われる。このとき、肌色／タイプ及び肌焼けの程度は
、表皮の吸収特性、すなわちαｅから決定できる。
【００７６】
　吸収係数αｅ及びαｄは、効果的な吸収係数とみなすことができる。
【００７７】
　処理光２が検知光の吸収に依存して生成されるように、光源４を制御するために、制御
ユニット９は、好適には、処理光２の特性を検知光の決定された吸収に割り当てる関数又
はルックアップテーブルを有する。例えば、処理光２の強度及び／又は波長は、制御ユニ
ット９により決定される吸収係数に割り当てられる。処理光２の特性と検知光の吸収との
間の割当ては、較正測定により前もって決定できる。例えば、人間又は動物の皮膚に対し
て処理光２の最適化特性が既知である場合、検知光の吸収が皮膚に対して決定でき、決定
された吸収は割当てを生成するため処理光２の最適化特性に割り当てられ、当該割り当て
は制御ユニット９に保存できる。
【００７８】
　実施例では、ＶＣＳＥＬのアレイは、アレイの中よりもアレイの端で大きいＶＣＳＥＬ
の空間密度を有する。ＶＣＳＥＬのアレイが二次元アレイである場合、端はアレイの縁と
みなされ、すなわちこの場合、ＶＣＳＥＬの空間密度が、好適には、アレイの中よりアレ
イの縁で大きい。
【００７９】
　処理光２が向かう対象物３の位置は、単一のＶＣＳＥＬ１２により影響されず、幾つか
の隣接するＶＣＳＥＬに影響される。ＶＣＳＥＬのアレイ端部でＶＣＳＥＬが減少した数
の隣を持つので、対象物３を処理するために使われる処理光２の強度は、より少ないＶＣ
ＳＥＬが対象物３のそれぞれの位置に影響するので、ＶＣＳＥＬのアレイ端部で減少する
。ＶＣＳＥＬのアレイ端部でＶＣＳＥＬの空間密度がアレイの中でより大きい場合、この
より大きな空間密度は、ＶＣＳＥＬのアレイ端部で低下した処理効果を打ち消すことがで
きる。特に、ＶＣＳＥＬのアレイ端部でのＶＣＳＥＬの空間密度は、ＶＣＳＥＬのアレイ
端部に配置される対象物３の位置が、ＶＣＳＥＬのアレイに対してより中心に配置される
対象物３の位置と同じ強度を受けるように適合される。
【００８０】
　対象物に光を付与する光付与方法の実施例は、図６に示されるフローチャートを参照し
て以下に説明されるだろう。
【００８１】
　ステップ５０１では、制御ユニット９は、光源４が検知時間間隔で検知光５を生成する
ように光源４を制御する。検知光は、対象物３に入射する。
【００８２】
　ステップ５０２では、検知光が対象物３を通って進んで、対象物３から離れた後、検知
光５は光検出器８により検出される。
【００８３】
　ステップ５０３では、制御ユニット９は、光源４が、検出された検知光に依存して処理
時間間隔で処理光２を生成するように光源４を制御する。処理光は、対象物を処置する、
特に、皮膚から毛髪を取り除くために対象物３に入射される。
【００８４】
　ステップ５０４では、光の付与を止めるべきか又は継続すべきか決定される。例えば、
ユーザは、光付与装置のスイッチを切ることにより、光の付与を止めることができる。こ
の場合、光付与方法は、ステップ５０５で終わる。例えば、光付与装置がスイッチオフさ
れないので、光付与方法が続く場合、光付与方法はステップ５０１で継続する。
【００８５】
　検知時間間隔は、好適には処理時間間隔より小さい。特に、検知時間間隔は、好適には
、数百マイクロ秒の期間を持ち、例えば１０ミリ秒未満、更に好ましくは１ミリ秒未満で
あるのに対し、処理時間間隔は、少なくとも数ミリ秒の期間を持ち、例えば、１０ミリ秒
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より大きい期間、更に好ましくは１００ミリ秒より大きく、更にもっと好ましくは１秒よ
り大きい。
【００８６】
　光付与装置は、好適には、輻射熱の脱毛及び皮膚治療アプリケーションのために使用さ
れ、ＶＣＳＥＬのアレイは、理想的な波長範囲、平面源、電力節約及び信頼性のような複
数の利点を提供する。加えて、ＶＣＳＥＬのアレイは、光センサを集積する機会を提供し
、これは皮膚からのフィードバックを可能にする。
【００８７】
　単一のフォトダイオードは、レーザアレイと、皮膚を検知するための特別な電気的アド
レス指定と組み合わせて使用できる。光付与装置及び光付与方法は、皮膚タイプ及び肌焼
けの程度の信頼性が高いフィードバックを与える皮膚の赤外線の吸収のオンライン測定を
可能にする。これは、完全な自己適応システムを可能にする。このように、特性決定ユニ
ットは、好適には、検出された検知光に依存して皮膚タイプ及び／又は肌焼けの程度を決
定するのに適合され、制御ユニットは、決定された皮膚タイプ及び／又は決定された肌焼
けの程度に依存して処理光の生成を制御するのに適している。
【００８８】
　検知光は、異なる波長を持つ光を放射できる。これは、皮膚への放射線の波長依存的な
浸透を測定可能にする。放射線のこの波長依存的な浸透は、処理光の個々の波長が所望の
浸透プロフィールを最適化しているレベルに調光されるように、処理光を生成するために
使用できる。
【００８９】
　ＶＣＳＥＬを使用する代わりに、フラッシュランプ及びレーザーのような他の種類の光
放射要素が使用できる。実施例では、処理光は、５７０―１２００nmの範囲の波長、２―
３０Ｊ／ｃｍ２の範囲のエネルギー密度及び１―６００ｍｓ以内のパルス持続期間を持つ
。
【００９０】
　光付与装置は、好適には、皮膚焼け及び痛みのような望ましくない副作用を最小限にし
ながら、特定の温度を超えて毛包を加熱するのに適している。処理光の理想的な波長及び
最適量は、皮膚タイプ、肌焼けの程度等のような個別のパラメータに依存し、従って個々
の設定を必要とする。これらの設定は、検出された検知光に依存して制御ユニット９によ
り決定される。
【００９１】
　光を対象物に付与するために、光源は、好適には、少ない痛み及び少ない副作用を持つ
効率的な脱毛を実施するために、レーザーが、狭いスペクトル放射を提供し、パワー密度
を正確に制御し、周囲皮膚の吸収に関して毛包のメラニンの最大の吸収を調整可能にする
ので、ＶＣＳＥＬのためのアレイのようなレーザーを有する。
【００９２】
　ＶＣＳＥＬのアレイは、好適には数十Ｗに達して、必要なレーザーパワーを付与するた
めの費用効果的な態様を表し、幾つかの利点を提供する。多くのＶＣＳＥＬの平面アレン
ジメントは、形状要因を適合可能にする。単一のＶＣＳＥＬは、好適には約１００ｍＷの
パワーを持つ。従って、ＶＣＳＥＬのアレイは、好適には、数百のＶＣＳＥＬを有する。
図４に示される装置のような連続的に可動の手で持てるサイズの装置での脱毛手法のため
に、ラインに沿って、特に複数のラインに沿って、ＶＣＳＥＬを配置することが好適であ
る。更にまた、多くのＶＣＳＥＬの斯様な平面アレンジメントは、ヒートシンクを単純化
する。
【００９３】
　わずかに拡散的な円錐内のＶＣＳＥＬの放射特性は、皮膚まで数ミリメートルの距離に
、レンズ又は反射器のような単に付加的な光学系なしに、これらＶＣＳＥＬを使用可能に
する。これは、効果的な経費及び平坦なシステムを導く。その上、ＶＣＳＥＬは、高いパ
ワー変換効率及び低コストで６００―１１００nmの波長範囲内で作ることができる。
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【００９４】
　好適にはＶＣＳＥＬの平面アレンジメントであるＶＣＳＥＬのアレイは、好適には、長
手方向である一つの長軸及び幅方向である一つの短軸を有する。皮膚の持続的処置のため
に、手で持てるサイズの装置は、好適には、短軸に沿って移動する。
【００９５】
　ＶＣＳＥＬは、好適には、電子ドライバとみなすこともできる制御ユニットに個々のサ
ブグループで電気的に接続される。サブグループは、例えば、同じ波長を持つＶＣＳＥＬ
及び／又は例えば、アレイの一方の側若しくは反対側へ向かう特定の幾何学的な位置周辺
のＶＣＳＥＬから成る。
【００９６】
　光検出器は、好適には、フォトダイオードのような電気光学センサであり、個々のサブ
グループのＶＣＳＥＬまでの平均距離が異なる位置に配置される。１つのサブグループの
検知光は、皮膚を透過して、全方向に散乱し、従って、皮膚を通って例えば光検出器の方
へ進み、皮膚を離れて光検出器に当たる。異なるサブグループからの検知光は、光検出器
に向かって皮膚の異なる距離を進まなければならない。従って、信号強度は、皮膚の光特
性、特に吸収及び散乱に関する情報を含む。
【００９７】
　光検出器は、好適には、光検出器の隣のはっきり定められた皮膚領域だけから、検知光
を受信する。これは、光検出器により検出される検知光が皮膚を通過して現実に進んでい
ることを確実にする。これは、好適には漏斗形状を持ち、好適には少なくとも検知時間間
隔の間、皮膚と接触している、光検出器８周辺の開口部１０により実現される。
【００９８】
　好適には、検知時間間隔の間に、１つのサブグループだけが一度に動作される。これに
より、光検出器により受信される検知光がどのサブグループから放射されるかを知ること
ができる。光検出器により生成される結果として生じる信号は、測定時に動作された、そ
れぞれのサブグループと相関付けられて記録できる。結果は制御ユニットに格納され、処
置パラメータがこれらの測定に関係して選ばれ、すなわち制御は、好適には、処理光の設
定が、検出された検知光に依存して格納されているルックアップテーブルを有する。これ
は、光検出器がそれぞれの検知光を検出する場合、検出された検知光と、対象物を処理す
るために使用されるべき処理光の設定との間の割当てが格納されることを意味する。これ
らの割当ては、例えば、対象物の処理が光検出器により検出される検知光に依存して最適
化されるように、較正測定により決定できる。
【００９９】
　図３に示されるＶＣＳＥＬ１２のアレイ１１は、６つのサブグループ１１１、１１２、
１１３、１２１、１２２、１２３を有する。しかしながら、制御ユニット９は、これら幾
つかのサブグループが単一のサブグループとみなすことができるように、これらのサブグ
ループの幾つかが、同様に制御されるようにも適合できる。例えば、図３に示されるアレ
イ１１が、２つのサブグループ、サブグループ１１１、１１２、１１３からなる第１のサ
ブグループ及びサブグループ１２１、１２２、１２３からなる第２のサブグループから成
るとみなすことができるように、３つのサブグループ１１１、１１２、１１３は同様に制
御でき、３つのサブグループ１２１、１２２、１２３は同様に制御できる。例えば、第１
のサブグループは、検知時間間隔中の第１の時間間隔の間に、第１のサブグループだけが
皮膚を通って進み、光検出器により最後に検出される検知光を放射し、同じ検知時間間隔
中の第２の時間間隔の間に、第２のサブグループが対象物に検知光を放射して、当該検知
光は、対象物を通って進み、光検出器により最後に検出されるように制御できる。よって
、このようにして、第１の検知光は第１の時間間隔の間に検出され、第２の検知光は第２
の時間間隔の間に検出される。
【０１００】
　異なるサブグループが、好適には、異なるサブグループが異なってアドレス指定できる
ように、制御ユニット９に接続されているので、異なるサブグループは、異なる波長を持
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つ検知光及び／又は処理光を放射できる。好適には、処理光及び／又は検知光のパワーレ
ベル、すなわち強度は、それぞれの皮膚タイプの吸収特性に依存する、それぞれの波長の
吸収特性に依存して選択される。しかしながら、特定の所望の照射プロフィールを得るた
めに同じ波長で動作する場合であっても、異なるサブグループのＶＣＳＥＬは、異なるパ
ワーレベルにも設定できる。例えば、同じ波長で動作する場合であっても、サブグループ
１２１、１２３は、サブグループ１２２とは異なるパワーレベルに設定できる。これは、
側部への熱放散がＶＣＳＥＬのアレイの中心に対するより強いので、特に有利である。
【０１０１】
　動きの方向が、例えば、速度測定ユニット１５により実施される速度測定から既知であ
る場合、図３に示される３本のラインは、光源４が皮膚のポイント間を移動する間、時間
とともに好ましい温度勾配を得るために異なるパワーレベルで動作できる。
【０１０２】
　検出された検知光は、よって特に、検出された検知光に依存して決定される対象物の特
性は、強度、波長、処理光が対象物に繰り返し且つ途切れ途切れに付与される場合の繰り
返し周波数、処理光がパルス化されて付与される場合のパルス期間等の処理光の設定のう
ちの少なくとも１つを決定するために使用できる。
【０１０３】
　上述された実施例では、光源は、好適には、ＶＣＳＥＬを有するにもかかわらず、他の
実施例では、光源は他の光放射要素を有することもできる。例えば、光源は、発光ダイオ
ード、有機ダイオード及び／又はレーザダイオードのような半導体光源を有することもで
きる。好適なレーザダイオードは、ＶＣＳＥＬである。しかしながら、また、エッジ発光
レーザダイオードが、光源の光放射要素として使用できる。
【０１０４】
　上述された光付与装置及び光付与方法が、好適には、人の皮膚から毛髪を取り除くのに
適しているにもかかわらず、光付与装置は、他の種類の対象物についての他の種類の処理
、例えば、技術的な対象物の表面の処理を実施するためにも使用できる。
【０１０５】
　開示された実施例に対する他の変形例は、図面、明細書及び添付の特許請求の範囲の学
習から、請求された本発明を実施する際の当業者により理解され、遂行できる。
【０１０６】
　請求項では、用語「を有する」は、他の要素又はステップを除外しないし、不定冠詞「
ａ」又は「ａｎ」は、複数を除外しない。
【０１０７】
　単一のユニット又は装置は、請求項に引用される幾つかのアイテムの機能を満たしても
よい。特定の手法が互いに異なる従属請求項において引用されているという単なる事実は
、これらの手法の組合せが効果的に使用できないことを示さない。
【０１０８】
　検出された検知光に直接依存する、若しくは対象物の決定された特性に依存する処理光
の設定の決定、又は、１つ若しくは複数のユニット又は装置により実施される対象物の特
性の決定のような決定は、他の任意の数のユニット又は装置によっても実施できる。光付
与方法に従う光付与装置の決定及び／又は制御は、コンピュータプログラムのプログラム
コード手段として及び／又は専用ハードウエアとして実行できる。
【０１０９】
　コンピュータプログラムは、他のハードウェアの一部若しくは共に光記憶媒体又は半導
体媒体のような適切な媒体に格納されて／配布されてもよいし、インターネット、又は他
の有線若しくは無線通信システムを介してのような他の形式でも配布されてもよい。
【０１１０】
　請求項内の任意の参照符号は、範囲を制限するものとして解釈されてはならない。
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